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 ６  体力つくり 
 

１ 島根県の児童生徒の体力の現状  

 【全国体力・運動能力、運動習慣等調査 過去６年の体力合計点の推移】 

(注)令和２年度は、コロナウイルス感染症の影響により、全国体力・運動能力、運動習慣等調査は中止。 

 

【令和７年度 全国体力・運動能力、運動習慣等調査 実技種目別数値】（小数第２位を四捨五入） 

（注１) 「ボール投げ」について：小学生はソフトボール投げ、中学生はハンドボール投げを実施 

○ 体力合計点について全国平均を経年変化でみると、令和元年度以降は小・中学校男・女ともに下降傾向

が認められていたが、中学生では男子でコロナ前の水準に戻り、女子についてもやや回復した。一方で、

小学校女子は５年間連続で低下もしくは横ばいの状況が続いている。島根県においては、全国と同様の傾

向で推移しているものの、全国平均と比較すると、小・中学校で 5年連続で全国平均を上回っている。 

○ 種目別で島根県の実技数値を全国平均と比較すると（小数第２位を四捨五入）、小・中学校男・女とも

に半数以上の種目で全国平均を上回った。一方で、昨年度の県平均と比較すると、中学校では男子が２種

目（９種目中）で上回ったが、女子は向上が見られなかった。小学校では、男子が５種目（８種目中）で

上回ったが、女子は２種目にとどまっていた。体力要素に着目すると、「握力」「上体起こし」「長座体前

屈」の３種目に弱みが見られる傾向は続いている。今後も、低学年の器械・器具を使っての運動遊びをは
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全  国 15.97 19.45 33.88 40.90 47.95 9.46 150.96 21.06 53.03

島根県 15.85 19.29 33.14 41.23 51.16 9.35 153.53 22.97 53.82

全  国 15.61 18.36 38.17 38.71 36.87 9.77 142.39 13.10 53.98

島根県 15.36 17.89 37.75 38.85 38.59 9.75 142.53 13.86 54.23

全  国 28.91 25.99 44.98 51.63 410.24 78.59 8.00 197.50 20.66 42.06

島根県 28.20 25.44 43.75 52.30 407.05 81.16 7.86 199.37 21.00 42.11

全  国 23.12 21.62 46.97 45.77 310.35 50.44 8.97 166.39 12.36 47.46

島根県 22.80 20.79 45.61 46.16 314.26 52.72 8.83 168.06 12.74 47.70
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【保体課 HP掲載】 

「しまねっ子！元気アップ・レポート」 

 

じめとする「支持・逆さ・回転」感覚づくりによる筋力を高める取組や指導の充実、友だちと関わりなが

ら楽しくストレッチ等を行うことで日常化し、柔軟性向上を目的とした運動に親しむ機会をつくるなど、

運動習慣の形成に向けた取組を組織的・継続的に行い、体力向上に対する意識を高めていく必要がある。 

２ 体力向上に向けて 

   中央教育審議会答申（令和３年１月２６日）には、「子供の頃から各教育段階に応じて体力の向上、

健康の確保を図ることなどは、どのような時代であっても変わらず重要である」と示されているよう

に、これからの社会を生きる児童生徒に、健やかな心身の育成を図ることは極めて重要である。なぜ

なら、「体力」は、人間の活動の源であり、健康の維持のほか、意欲や気力といった精神面の充実に大

きくかかわっており、人間の発達・成長を支える基本的な要素であり、「生きる力」の極めて重要な要

素だからである。体力の向上のためには、児童生徒の発達の段階に応じて高める体力要素を重点化し、

見方・考え方を働かせながら自己の心身の状態に応じた高め方を工夫するとともに、学習した知識や

技能を日常生活の中で汎用的に活用し、継続的に実践するように努めることが重要である。 

（１）体力向上推進計画の策定 

   各小・中学校では、自校の実態に合った体力向上推進計画を策定している。策定及び実施について

は、体育主任や体育科の教員だけが取り組むのではなく、共通理解の下に連携を密にして校内体制で

進めていくことが有効である。高等学校には義務づけはないが、「生涯スポーツへの橋渡し」という重

要な時期であり、策定することが望ましい。主な記載内容は下記のとおりである。 

（２）教科体育の充実 

   体育科・保健体育科では、学習指導要領の趣旨を踏まえて、各領域や各分野の価値や意義を明確に

捉えながら、単元構成や学習過程を工夫しつつ、「楽しい」授業を展開していくことが大切である。 

 

 

 

 

（３）学校の教育活動全体を通じた体育の充実 

   特別活動や体育的行事、部活動などの体育的な活動は、学校生活の中で大きな割合を占める。教科等横

断的のみならず、学校の教育活動全体で「豊かなスポーツライフ」の実現を目指すことが重要である。 

 

 

 

（４）家庭、地域、保育園・幼稚園等との連携 

児童生徒の体力低下の問題は、社会生活（生活様式など）の変化に大きく起因す

るため、様々な機会を捉えて、家庭や地域に運動の楽しさや健康・体力問題等を発

信したり、幼児期からの身体活動を伴う遊びや運動習慣づくりをしたりすることが

大切である。 

○  体力調査の報告や体力向上の取組をまとめた「しまねっ子！元気アップ・レポー

ト」を作成し、毎年 3月にＨＰで公表している。ぜひ、積極的な活用をお願いしたい。 

① 体力・運動能力調査等をふまえた児童生徒の体力や運動習慣の現状 

② 体力向上に向けての具体目標・数値等 

③ 体育科・保健体育科授業の工夫・改善、重点領域等（授業の充実に向けて） 

④ 教科体育以外の活動（学校ぐるみでの取組、環境の工夫、家庭・地域との連携等） 

⑤ 評価方法と改善のための方策 

① 時間数を確保し、年間指導計画に沿ってバランス良く授業を行うこと 

② 学習内容を整理し、体育・保健体育の資質・能力を育て、運動やスポーツの楽しさに触れさせること 

③ 運動に意欲的でない子供や運動が苦手な子供たちに目を向け、学習の場を工夫すること 

④ 授業で行った運動が休み時間や休日等、日常的に行われるような手立てを充実させること 

① 運動する時間の確保、空間の整備、仲間づくり等、人的・物的環境を整えること 

② 体力向上についての取組と体育の学習とのつながり及び教科体育と体育的行事の有機的な関連を図ること 

③ 児童生徒にとって適切で魅力的な部活動経営となるよう工夫すること 


